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編 輯 後 記
開学10周年を記念して研究所紀要も特輯号
として公刊しようということが議されたのは
昨年6月 のことであつた。最初の予定では11
月の開学記念 日に間に合 う心算であつたが,
種々の事情で半才以上も遅延 し,その上特輯
号としての体裁を ととのえるまでに至 らなか
つた。これは公刊事務に従事 したわた しの菲
才の故で,関 係各位にたいしてここで陳謝 し
たい。
さて本号は体裁こそ前号 と同巧異曲ではあ
るが,内 容的にはかな りの飛躍がみられると
自負するのはあながち我田引水,編 者の欲目
だけではないとおもう。巻頭にのせた 「波瀬
村モノグラフ」は本紀要に一貫する渥美'f'島
研究の1部 であつて,島 本所員,村 武 。牧野
両研究員の共同執筆によるものであるが,従
来 ともすれば方法論的に不明確にな りがちな
モノグラフを,社 会 ・文化 。パースナリティ
の三体系から現実社会を解 明 しよ うとす る
「行動科学としての社会学」の方法論を基礎
として体系的に構成された本報告書は,な お
不足の点はあるにしても斯界で高 く評価され
るものと期待 している。さらに横山所長,近
藤・久曽神・浅若各所員の諸研究はいずれも東
三河郷土史研究に重要な役割を演じるであろ
う。また松葉所員の 「市町村合併の意義と実
情」も現実にマッチした好 箇の1篇 であろ
う。なお 「都市の社会学的研究におけ る標本
調査」は研究所多年の懸案である豊橋市実態
調査の第1報 ともい うべきもので,ま だ具体
的内容には立ち入つていないが,担 当者苦心
の綜合調査の研究計画の1部 をあきらかに し
たものであ り,今後続いて報告される具体的
内容 とともに,あ たらしい都市研究として本
研究所にふさわしいものになると期待 してよ
いであろ う。
「もう戦後ではない。」といわれるように,
開学10周年を迎えた本rYももう建設期ではな
い本格的な大学 としての研究が一層推進され
る時機に到達 したのである。郷土に密着する
Ja研究所の任務はますます重かつ大 といわな
ければならぬ。書斉の冥想に由来する高遠なY
それだけ,空 虚な,言 説とはことなつて,着
実な実態調査にもとつ く本研究所の研究事業
になによりも必要なものは地元関係者の御理
解 と御協力とである。これまで本研究所にた
いして与えられた御援助は決 してす くな くな
いが,今 後 とも一層の御協力と御援助を期待
するものである。(3.20,)J.K.
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